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稲城市災害防止協会会長       

奈 良 部 義 彦 
 

 

 昭和４８年５月、稲城市災害防止協会は、市内事業所有志の皆様により、市民をは

じめ、事業所の防火思想の普及と地域防災力の向上に向けた自主防災組織等の支援な

どを遂行するために設立され、本年設立４０周年を迎えることができました。 

４０周年を迎える今日、この年までお支え頂いた歴代会長、役員、会員の皆様、稲

城市消防本部、消防団の方々をはじめ、関係諸団体の皆様方のご支援とご協力に対し

深く感謝を申し上げる次第であります。 

私共の活動は多岐にわたっており、主なものは事業所職員や市民一人ひとりが、防

火・防災について正しい知識と行動を身につけ、災害に対する自助力を高めるための

防火・防災思想の普及啓発であり、春・秋の火災予防運動をはじめ、防災週間、地域

防災訓練、Ｉのまちいなぎ市民祭、稲城くらしフェスタ、消防出初式等地域で開催さ

れるイベントなどでパンフレットの配布、横断幕やのぼり旗の掲出などの広報活動に

より普及啓発に努めてまいりました。 

 また、毎年市民を含めた各事業所の皆様に、防火管理対策や危険物安全管理対策及

び防火管理者、危険物取扱者等に対する資質の向上を目的とした、「防火管理者・危

険物取扱者等実務研修会」を開催するとともに、第九方面合同連絡会の防火管理者や

危険物取扱者研修会など幅広い研修会に事業所代表者を派遣してまいりました。 

さて、私たちは１９９５年阪神淡路大震災を経験し、それを教訓として様々な活動

を行いました。そして２０１１年には、いまだ忘れる事の出来ない、いまだ解決を見

ない３．１１東日本大震災を経験し、大きな教訓を得ました。それは、日本人特有の

『希望的判断』による、人災が多く含まれていたことです。 

当協会では、まさに自然災害による被害も『人災』と考え、強い緊張感を保ち、全

てから目をそらさない団体として、災害防止協会を築く強い使命感を継続させ、日本

一安全安心な地域づくり、地域貢献を目指します。 

 今日この時まで、地域防災に力を注いだ４０年間、そして稲城市においては、想定

外を想定内に収めるべく、会員企業の防災リーダー育成に力を注ぎ、逃げる対策から

逃げない対策への変換を意識し、さらなる稲城市の安全安心に貢献してまいります。 

 今後とも関係団体の皆様の、ご理解とご支援を賜りますようお願い申し上げますと

ともに、皆様の益々のご発展とご健勝を祈念いたしまして、ご挨拶といたします。 

ごあいさつ 



 

 

 

稲 城 市 長    

髙 橋 勝 浩 
 

 

 稲城市災害防止協会が、設立４０周年を迎えられましたことを心よりお祝い申し上

げます。 

 今日まで稲城市災害防止協会を支えてこられました役員及び会員企業の皆様のご

尽力に、心から敬意と感謝の意を表します。 

 さて、東日本大震災から２年が経過し、わが国は全力をあげて復興事業に取り組ん

でいるところでございますが、その間にも全国各地で、地震や竜巻、台風、集中豪雨

などの自然災害により、多くの尊い命と貴重な財産が失われるなど、甚大な被害が発

生しております。 

 また、南海トラフ巨大地震、首都直下地震等の発生が危惧されており、市民の安全・

安心に対する意識は一段と高まりを見せております。 

 このような状況の中、東京都が発表した多摩直下地震における最新の被害想定では、

当市で震度６強の地域が拡大され、冬の朝５時での人的被害としては、死者４４人、

負傷者９６１人、物的被害としては、建物全半壊２，８５７棟と想定されております。 

このことから、当市では稲城市地域防災計画の改定や建物の耐震診断、家具転倒防

止対策などの防災対策を推進しておりますが、いつ起きてもおかしくないとされる大

規模地震の切迫性に加え、台風や集中豪雨などの風水害による過去の災害教訓を踏ま

えると、行政による対応には限界があります。 

これからは、自分の身を自分の努力によって守る「自助」とともに、地域や近隣の

人々が集まり、互いに協力しながら防災活動に組織的に取り組む「共助」が必要です。

この「自助」・「共助」による地域防災力の向上を目的とした、稲城市災害防止協会が

実施する各種事業は、非常に重要なものであり、今後も地域防災の中核として、更な

るご尽力を賜りますようあらためてお願い申し上げます。 

結びに、設立４０周年に際し、稲城市災害防止協会のより一層のご発展と会員の皆

様のますますのご健勝とご活躍を祈念いたしまして、お祝いの言葉とさせていただき

ます。 

 

祝  辞 



 

 

 

稲 城 市 議 会 議 長      

中 山 け ん じ 
  

 

 稲城市災害防止協会が設立４０周年を迎えられましたこと、誠におめでとうござい

ます。市議会を代表いたしまして心よりお祝い申し上げます。 

 稲城市災害防止協会の歴代の会長をはじめ会員の皆様方には、４０年の長きに亘り、

防火・防災思想の普及啓発など、各種の災害防止活動の実践を通じて、災害に強い、

安全で安心なまちづくりのため、ご協力とご尽力を賜り厚くお礼申し上げます。 

 さて、一昨年に発生した東日本大震災は、自然災害の猛威と恐怖を、我々に、まざ

まざと見せつけましたが、その未曾有の被害状況を見たとき、耐震化の促進や地域の

防災力強化など、防災対策の重要性について改めて認識させられました。 

日頃から、貴協会の皆様が、防火・防災意識の啓発に向けた各種研修会やイベント

会場などにおける幅広い防火・防災ＰＲ活動に積極的に取り組まれていることは、災

害に強いまちづくりを推進する上においても、また災害発生時における危機管理の上

からも極めて意義深いことであり、改めて深甚なる敬意と謝意を表する次第でありま

す。 

昨年、東洋経済新報社が発表した、全国住みよさベスト５０位の中に稲城市が東京

都内で唯一ランキングされており、安心・安全な街であることが証明されております。

これもひとえに、貴協会の永年に亘る活動の賜物でございます。 

今後も、会長を中心として、「防火思想と火災予防の徹底をはかり、災害による被

害を防止する」という目的達成のため、引き続き防火・防災活動を推進していただき、

安心・安全な街づくりのために、ご尽力を賜りますようお願い申し上げます。 

結びに、貴協会の益々のご発展と、役員並びに会員皆様方のご活躍を心からお祈り

し、お祝いの言葉といたします。 

  

 

祝  辞 



 

 

 

稲城市消防本部消防長    

小 泉 昭 彦 
 

 

 稲城市災害防止協会が、設立４０周年を迎えられましたことに、消防本部職員を代

表いたしまして、心よりお祝いを申し上げます。 

 貴協会は、昭和４８年５月の設立以来、４０年にわたり、火災予防と災害時の被害

軽減を目指し、防火・防災活動及び市内防災関係団体の育成支援事業などを通し、地

域社会の安全確保に寄与され、消防行政に多大な貢献を果たして来られました。 

ここに多年にわたるご労苦と輝かしいご功績に対し深い敬意と謝意を表する次第

です。 

 さて、今年度は市町村消防を原則とする我が国の「自治体消防制度」が誕生し、６

５周年を迎えようとしています。当市の消防行政につきましても、稲城市消防団及び

稲城市災害防止協会をはじめとする関係各位のたゆまぬ努力の積み重ねにより、着実

に進展し、市民の安全・安心の確保に大きな役割を果たしてきました。 

 しかしながら、東北地方を中心に甚大な被害をもたらした東日本大震災時に発生し

た大地震と大津波、これらによって発生し、今なお収束を見ていない福島第一原子力

発電所事故、更には台風や集中豪雨等による災害は全国各地で後を絶ちません。こう

した状況において、市民の防災に対する関心は一段と高まり、希薄になりつつある地

域・近隣との繋がり、結びつきの必要性が再 されていになъ、市再事 所を中



 

 

 

稲 城 市 消 防 団 団 長     

松 本 幸 次 郎 
 

 

 稲城市災害防止協会は、高度経済成長時代の終りといわれた昭和４８年５月に設立

されました。ここに設立４０周年を迎え心からお祝い申し上げます。 

 貴協会は、４０年の長きにわたり、防火思想と火災予防の徹底を図り、災害による

被害を防止し人命の安全に寄与することを目的として、歴代の会長をはじめ役員及び

会員の皆様による献身的な防火・防災活動や、私ども消防団をはじめとした地域防災

関係団体への助成事業などを通して多大な成果をあげてこられました。あらためまし

て敬意を表するとともに感謝を申し上げます。 

 さて、近年の災害を振り返りますと、平成２３年３月に発生した東日本大震災は、

これまでに経験したことのない巨大地震に加え、広範囲にわたる未曾有の大津波、原

子力発電所における事故などによる複合災害となって甚大な被害が発生し、いまだに

仮設住宅等で避難生活をされている方々がおられる状況にあります。 

 また、昨年は山梨県の中央自動車道笹子トンネル天井板落下事故、広島県福山市の

ホテル火災、茨城県で発生した竜巻など特異な災害が発生し、尊い人命や貴重な財産

が失われました。幸いにして稲城市ではこのような特異な災害はありませんでしたが

多摩直下地震などの発生が危惧されている中、地域防災力をさらに高める必要性があ

るものと感じております。 

 我々消防団の使命は、郷土愛護の精神に基づき、地域住民を災害から守ることであ

り、この使命達成のため、日頃からの教育訓練により災害対応の技術・知識を習得し、

実災害における迅速な対応の強化を図っているところでございます。 

 貴協会は、地域防災の中核的存在として、地域に密着した活動を展開しており、今

後も地域防災力の向上、コミュニティの活性化にも大きな役割が期待されていること

から、貴協会並びに会員の皆様方には、火災予防行政の一翼を担う組織としてより一

層のご尽力を賜るとともに、設立４０周年を契機に更に発展され、ご活躍されますよ

う心よりお祈り申し上げ、私のお祝いの言葉といたします。 

 

 

 

祝  辞 
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１ 沿 革 

 

 

 

 

 



協会設立の経緯 

 

 稲城市も都市化の進展に伴い、事業所、団地、住宅等の建設が急増し、これ

に比例し人口の増加も見られ、従って増加するであろう火災を始めとする各種

災害が激増することであり、国内でも毎日のように悲惨な災害が発生し、その

原因も複雑・多様化の傾向を強めております。当市においても、近年同様な災

害が発生しております。 

 このように、年々増加する災害に対処するため、稲城市においては昭和４２

年１２月に消防本部を設置また昭和４５年４月稲城消防署を併設し、火災と救

急に対する活動力の強化を進めております。 

 これに伴い災害予防対策を推進する消防行政と救急業務が開始され、私たち

市民の生活に大きな安らぎを与えることは、喜びに絶えないところであります。 

 これを、消防の方々の働きのみに依存することは適当ではないと思われ、私

たち有志の方々のご好意により会を設立して、消防活動等に側面から協力する

ことによって、火災、その他災害の発生予防と被害の軽減をはかり、自ら管理

する建築物の災害予防はもちろんのこと、一般市民の方々にも火災予防の普及

を呼びかけて、安心して住める「災害のない街」をめざし少しでも役立ちたい

と、私達有志全員が念願するものでした。 

 当時、多摩地区の消防署管内にはそれぞれ防火協会、災害防止協会、危険物

安全協会等の協力団体が設立され、多大な成果をあげています。 

 当市においても、会の設立によって自主的な防火管理体制を確立することに

なれば、その効果は誠に大きなものがあると思われ、昭和４７年 5月に有志の

方々の意見がまとまり（仮称）稲城市災害防止協会発起人会が発足設立に向け

て１年間詳細に検討しました。 

この間、市長さん始め関係者の皆々様の暖かい助言、ご理解ご協力を得、ま

た消防署の指導と発起人の方々の努力の結果、昭和４８年５月発会の運びとな

り、消防署内に事務所を置き、将来に大きな夢を託して産声をあげたものです。             

（１０年記念誌より抜粋） 



４０年の出来事 
年 防災関係の出来事 社会の出来事 

昭和 47年 

1972年 

2.25 

 

5.13 

 

7. 7 

～13 

11.16 

 

12. 4 

 

和歌山、椿グランドホテル火災（11,120

㎡焼損 死者 5人 負傷者 6人） 

大阪市千日デパートビル火災（8,800㎡焼

損 死者 118人 負傷者 81人） 

台風 6号（九州から関東にかけ被害死者、

行方不明者 233人 負傷者 498人） 

北陸トンネル列車火災（死者 30 人 負傷

者 715人） 

八丈島東方沖地震（八丈島・青ヶ島で落石、

土砂崩れ等の被害 Ｍ7.2） 

 

1.24 

2. 3 

2.19 

 

5.15 

11.15 

元日本兵横井庄一氏グァム島で救出 

第 11回冬季オリンピック札幌大会開催 

連合赤軍 5人が軽井沢の「あさま山荘」に

人質をとってたてこもり、警察隊と銃撃戦 

沖縄の本土復帰が実現（沖縄県誕生） 

パンダ上野動物園で初公開 

 

（世相） 

田中角栄首相「日本列島改造論」を発表 

昭和 48年 

1973年 

3. 8 

 

6.18 

 

11.29 

北九州市、済生会八幡病院火災（888㎡焼

損 死者 13人 負傷者 3人） 

釧路市、オリエンタルホテル火災（830㎡

焼損 死者 2人 負傷者 33人） 

熊本市、大洋デパート火災（13,587 ㎡焼

損 死者 100人 負傷者 124人） 

 

 

1. 1 

1.27 

10.17 

10.23 

70歳以上の老人医療費無料化 

ベトナム和平協定に正式調印 

第１次石油危機・第４次中東戦争勃発 

江崎玲於奈博士がノーベル物理学賞を受

賞 

 

（世相） 

石油ショックによる狂乱物価が始まる 

昭和 49年 

1974年 

2.17 

 

5. 9 

 

8.30 

 

9. 1 

 

12.18 

 

神戸市、神戸デパート火災（6,289㎡焼損 

死者 1人 負傷者 40人） 

伊豆半島沖地震（死者、行方不明者 29 人 

負傷者 78人 Ｍ6.9） 

三菱重工ビル爆発事故（時限爆弾）（死者

8人 負傷者 385人） 

東京、狛江市の多摩川堤防決壊（流出家屋

18棟 倒壊家屋 2戸 負傷者 16人） 

三菱石油水島製油所重油流出事故（重油約

42,888キロリットル流出） 

 

3.10 

 

6.26 

10. 8 

10.14 

11.18 

11.26 

 

小野田寛郎元少尉ルバング島から 30 年ぶ

りに救出される 

国土庁発足 

佐藤栄作元首相がノーベル平和賞を受賞 

巨人軍の長島茂雄が現役引退 

フォード大統領が初訪日 

金脈問題で田中角栄首相退陣 

 

（世相） 

企業爆破事件が相次ぐ 

昭和 50年 

1975年 

3. 1 

 

11.23 

 

12.19 

池袋朝日会館ビル火災（879㎡焼損 死者

5人 負傷者 18人） 

八王子秀和目白台レジデンスガス爆発火

災（314㎡焼損 死者 2人 負傷者 19人） 

日立市キャバレー火災（254㎡焼損 死者

3人 負傷者 78人） 

 

 

3.10 

4.30 

 

5.20 

7.19 

 

東海道・山陽新幹線博多まで開通 

サイゴン政権開放戦線軍に無条件降伏（ベ

トナム戦争終わる） 

100円ガスライターが登場 

沖縄国際海洋博覧会開催 

 

（世相） 

国鉄（現ＪＲ）がシルバーシートを設ける。 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



    

6. 6 

6. 9 

 

8.22 

 

10.25 

～26 

 

 

 

 

 

 

 

11. 2 

 

11. 8 

 

 

 

 

 

 

 

 

12.26 

～27 

1.12 

 

3. 3 

 

第３１回定期総会 

第九方面危険物取扱者等実務研修会（於 八

王子市「事業所の安全管理対策について」） 

防火管理者・危険物取扱者等実務研修会（於 

稲城消防署３階講堂） 

Ｉのまち稲城市民祭「びっくり市」出店 

 

 

 

 

 

 

 

 

稲城市地域防災訓練（於 第３中学校・長峰

小学校） 

稲城市災害防止協会設立３０周年記念事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

稲城市消防団歳末特別警戒激励 

 

稲城市消防出初式（於 稲城市消防仮設訓練

場） 

第九方面合同研究発表会（於 町田市「事業

所における危険物安全管理について」） 

6. 9 

 

6.11 

 

 

 

 

 

 

 

6.13 

10.23 

～24 

11. 7 

 

11.12 

～13 

 

 

 

 

 

 

 

12.26 

～27 

1.12 

 

3. 3 

第九方面危険物取扱者等実務研修会（於 羽

村市「危険物施設の保安対策について」） 

第３２回定期総会 

 

 

 

 

 

 

 

防災講演会（於 稲城市中央文化センター） 

Ｉのまち稲城市民祭「びっくり市」出店 

 

稲城市総合防災訓練（於 稲城北緑地公園／

多摩川河川敷） 

稲城市災害防止協会視察研修会（視察先：静

岡県 静岡県地震防災センター） 

 

 

 

 

 

 

 

稲城市消防団歳末特別警戒激励 

 

稲城市消防出初式（於 稲城市消防仮設訓練

場） 

第九方面合同研究発表会（於 多摩市「学園

における防火管理・救急救命」㈻駒澤学園が

代表発表） 

 

 

平成 16 年度 2004 

 

 

平成 15 年度 2003 



    

6. 9 

 

6.15 

8.27 

10.22 

～23 

 

 

 

 

 

 

11. 5 

12. 9 

 

 

 

 

 

 

 

 

12.26 

～27 

1. 8 

 

3. 4 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 9 

第九方面危険物取扱者等実務研修会（於 日

野市「危険物施設の保安対策について」） 

第３３回定期総会 

稲城市地域防災訓練（於 第４中学校） 

Ｉのまち稲城市民祭「びっくり市」出店 

 

 

 

 

 

 

 

稲城市地域防災訓練（於 第２小学校） 

稲城市災害防止協会視察研修会（視察先：神

奈川県 海上自衛隊横須賀地方総監部） 

 

 

 

 

 

 

 

稲城市消防団歳末特別警戒激励 

 

稲城市消防出初式（於 稲城北緑地公園北側

多摩川河川敷） 

防災講演会（於 稲城市中央文化センター） 

 

 

 

 

 

 

 

 

第九方面合同研究発表会（於 福生市「活断

層の調査研究から見た被害予測」） 

6. 8 

 

6.14 

 

 

 

 

 

 

 

 

9.17 

 

10. 7 

10.21 

～22 

11. 9 

 

11.22 

 

12.26 

～27 

1.14 

 

2. 6 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 2 

第九方面危険物取扱者等実務研修会（於 多

摩市「食と健康に関わるセミナー」） 

第３４回定期総会 

 

 

 

 

 

 

 

 

稲城市地域防災訓練（於 平尾小学校・平尾

近隣公園） 

稲城市地域防災訓練（於 第１中学校） 

Ｉのまち稲城市民祭「びっくり市」出店 

 

防火管理者・危険物取扱者等実務研修会（於 

稲城消防署３階講堂） 

稲城市災害防止協会視察研修会（視察先：六

本木ヒルズ） 

稲城市消防団歳末特別警戒激励 

 

稲城市消防出初式（於 稲城北緑地公園北側

多摩川河川敷） 

山火事防止看板設置 

 

 

 

 

 

 

 

 

第九方面合同研究発表会（於 青梅市「消防

行政の動向について」） 

 

 

平成 18年度 2006 

 

 

平成 17 年度 2005 



    

4. 1 

 

 

 

 

 

 

 

 

6. 6 

6. 8 

 

 

9. 1 

10.27 

～28 

11. 9 

 

 

 

 

 

 

 

 

11.13 

 

11.21 

 

12.26 

～27 

1.13 

 

3. 3 

住宅用火災警報器設置促進補助事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３５回定期総会 

第九方面危険物取扱者等実務研修会（於 日

の出町「東京都たま広域資源組合エコセメン

ト化施設」） 

稲城市地域防災訓練（於 向陽台小学校） 

Ｉのまち稲城市民祭「びっくり市」出店 

 

火災予防運動用懸垂幕の購入 

 

 

 

 

 

 

 

 

防火管理者・危険物取扱者等実務研修会（於 

稲城消防署３階講堂） 

稲城市災害防止協会視察研修会（視察先：清

水建設㈱） 

稲城市消防団歳末特別警戒激励 

 

稲城市消防出初式（於 稲城北緑地公園北側

多摩川河川敷） 

第九方面防火管理者等実務研修会（於 八王

子市「OKI八王子事業所における地震防災対

策について」） 

6. 9 

6.11 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6.19 

 7. 1 

 

 

 

 

 

 

 

 

10. 5 

10.25 

～26 

11.12 

 

11.28 

 

12.24 

～25 

1.11 

3. 4 

危険物保安功労者消防庁長官表彰 

第九方面危険物取扱者等実務研修会（於 町

田市「電気化学工業㈱の安全活動の取り組

み」） 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３６回定期総会  

稲城市消防団へのＡＥＤ寄贈 

 

 

 

 

 

 

 

 

稲城市地域防災訓練（於 第６中学校） 

Ｉのまち稲城市民祭「びっくり市」出店 

 

防火管理者・危険物取扱者等実務研修会（於 

稲城消防署３階講堂） 

稲城市災害防止協会視察研修会（視察先：陸

上自衛隊朝霞駐屯地） 

稲城市消防団歳末特別警戒激励 

 

稲城市消防出初式（於 向陽台小学校） 

第九方面防火管理者等実務研修会（於 あき

る野市「ショッピングモールにおける防火防

災対策について」） 

 

 

平成 20 年度 2008 

 

 

平成 19 年度 2007 



    

6.11 

 

 

6.16 

10.14 

 

 

10.24 

～25 

11. 8 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11.11 

 

11.27 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12.25 

～26 

1.10 

3.14 

 

第九方面危険物取扱者等実務研修会（於 

八王子市「第九方面内の危険物施設につい

て」） 

第３７回定期総会 

第九方面防火管理者等実務研修会（於 日

野市「日野自動車における防火管理対策に

ついて」） 

Ｉのまち稲城市民祭「びっくり市」出店 

 

稲城市総合防災訓練（於 稲城北緑地公園

／多摩川河川敷） 

 

 

 

 

 

 

 

 

防火管理者・危険物取扱者等実務研修会（於 

稲城市地域振興プラザ） 

稲城市災害防止協会視察研修会（視察先： 

能美防災㈱ メヌマ工場） 

 

 

 

 

 

 

 

 

稲城市消防団歳末特別警戒激励 

 

稲城市消防出初式（於 向陽台小学校） 

稲城消防防火の集い 

6. 9 

 

 

6.17 

9.19 

10. 7 

 

 

11.10 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11.20 

～21 

11.26 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12.26 

 ～27 

1. 9 

第九方面危険物取扱者等実務研修会（於 八

王子市「大災害と先端消防防災技術の現場で

学んだこと」） 

第３８回定期総会 

稲城市地域防災訓練（於 第４中学校） 

第九方面防火管理者等実務研修会（於 町田

市「小田急百貨店町田店における防火・防災

管理対策について」） 

防火管理者・危険物取扱者等実務研修会（於 

稲城市地域振興プラザ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

緊急消防援助隊関東ブロック合同訓練（於 

稲城市大丸） 

稲城市災害防止協会視察研修会（視察先：東

京臨海広域防災公園） 

 

 

 

 

 

 

 

 

稲城市消防団歳末特別警戒激励 

 

稲城市消防出初式（於 向陽台小学校） 

 

 

 

平成 22 年度 2010 

 

 

平成 21 年度 2009 



    

6. 8 

 

 

6.16 

9.29 

 

10.14 

 

 

10.22 

～23 

10.30 

11. 9 

 

11.25 

 

12.26 

～27 

 

 

 

 

 

 

 

1. 8 

第九方面危険物取扱者等実務研修会（於 八

王子市「安全管理とリスクマネージメントに

ついて」） 

第３９回定期総会 

相馬市震災孤児等支援金支給基金への義援

金拠出 

第九方面防火管理者等実務研修会（於 多摩

市「巨大地震で問われた事業所の危機管理に

ついて」） 

Ｉのまち稲城市民祭「びっくり市」出店 

 

稲城市地域防災訓練（於 第２小学校） 

防火管理者・危険物取扱者等実務研修会（於 

稲城市地域振興プラザ） 

稲城市災害防止協会視察研修会（視察先：福

生市 米軍横田基地） 

稲城市消防団歳末特別警戒激励 

 

 

 

 

 

 

 

 

稲城市消防出初式（於 向陽台小学校） 

 

6. 6 

 

6.14 

9.30 

10.16 

 

 

10.20 

～21 

11. 7 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11.30 

 

12.25 

～26 

1.13 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.14 

第九方面危険物取扱者等実務研修会（於 日

野市「危険物行政の最近の動向」） 

第４０回定期総会 

稲城市地域防災訓練（於 第５中学校） 

第九方面防火管理者等実務研修会（於 八王

子市「地震に備える防火防災管理のあり方に

ついて」） 

Ｉのまち稲城市民祭「びっくり市」出店 

 

防火管理者・危険物取扱者等実務研修会（於 

稲城消防署３階講堂） 

 

 

 

 

 

 

 

 

稲城市災害防止協会視察研修会（視察先：㈱

オリエンタルランド） 

稲城市消防団歳末特別警戒激励 

 

稲城市消防出初式（於 向陽台小学校） 

 

 

 

 

 

 

 

 

防災ＰＲ用横断幕の購入 

 

 

平成 24 年度 2012 

 

 

平成 23 年度 2011 



４０年の出来事 
年 防災関係の出来事 社会の出来事 

昭和 47年 

1972年 

2.25 

 

5.13 

 

7. 7 

～13 

11.16 

 

12. 4 

 

和歌山、椿グランドホテル火災（11,120

㎡焼損 死者 5人 負傷者 6人） 

大阪市千日デパートビル火災（8,800㎡焼

損 死者 118人 負傷者 81人） 

台風 6号（九州から関東にかけ被害死者、

行方不明者 233人 負傷者 498人） 

北陸トンネル列車火災（死者 30 人 負傷

者 715人） 

八丈島東方沖地震（八丈島・青ヶ島で落石、

土砂崩れ等の被害 Ｍ7.2） 

 

1.24 

2. 3 

2.19 

 

5.15 

11.15 

元日本兵横井庄一氏グァム島で救出 

第 11回冬季オリンピック札幌大会開催 

連合赤軍 5人が軽井沢の「あさま山荘」に

人質をとってたてこもり、警察隊と銃撃戦 

沖縄の本土復帰が実現（沖縄県誕生） 

パンダ上野動物園で初公開 

 

（世相） 

田中角栄首相「日本列島改造論」を発表 

昭和 48年 

1973年 

3. 8 

 

6.18 

 

11.29 

北九州市、済生会八幡病院火災（888㎡焼

損 死者 13人 負傷者 3人） 

釧路市、オリエンタルホテル火災（830㎡

焼損 死者 2人 負傷者 33人） 

熊本市、大洋デパート火災（13,587 ㎡焼

損 死者 100人 負傷者 124人） 

 

 

1. 1 

1.27 

10.17 

10.23 

70歳以上の老人医療費無料化 

ベトナム和平協定に正式調印 

第１次石油危機・第４次中東戦争勃発 

江崎玲於奈博士がノーベル物理学賞を受

賞 

 

（世相） 

石油ショックによる狂乱物価が始まる 

昭和 49年 

1974年 

2.17 

 

5. 9 

 

8.30 

 

9. 1 

 

12.18 

 

神戸市、神戸デパート火災（6,289㎡焼損 

死者 1人 負傷者 40人） 

伊豆半島沖地震（死者、行方不明者 29 人 

負傷者 78人 Ｍ6.9） 

三菱重工ビル爆発事故（時限爆弾）（死者

8人 負傷者 385人） 

東京、狛江市の多摩川堤防決壊（流出家屋

18棟 倒壊家屋 2戸 負傷者 16人） 

三菱石油水島製油所重油流出事故（重油約

42,888キロリットル流出） 

 

3.10 

 

6.26 

10. 8 

10.14 

11.18 

11.26 

 

小野田寛郎元少尉ルバング島から 30 年ぶ

りに救出される 

国土庁発足 

佐藤栄作元首相がノーベル平和賞を受賞 

巨人軍の長島茂雄が現役引退 

フォード大統領が初訪日 

金脈問題で田中角栄首相退陣 

 

（世相） 

企業爆破事件が相次ぐ 

昭和 50年 

1975年 

3. 1 

 

11.23 

 

12.19 

池袋朝日会館ビル火災（879㎡焼損 死者

5人 負傷者 18人） 

八王子秀和目白台レジデンスガス爆発火

災（314㎡焼損 死者 2人 負傷者 19人） 

日立市キャバレー火災（254㎡焼損 死者

3人 負傷者 78人） 

 

 

3.10 

4.30 

 

5.20 

7.19 

 

東海道・山陽新幹線博多まで開通 

サイゴン政権開放戦線軍に無条件降伏（ベ

トナム戦争終わる） 

100円ガスライターが登場 

沖縄国際海洋博覧会開催 

 

（世相） 

国鉄（現ＪＲ）がシルバーシートを設ける。 



年 防災関係の出来事 社会の出来事 

昭和 51年 

1976年 

1. 6 

6.25 

 

9. 7 

～14 

10.29 

～30 

12.26 

 

京都、平安神宮火災 

鹿児島県下で集中豪雨（シラス台地が崩れ

死者 46人） 

台風 17 号（西日本一帯を襲い家屋全半壊

流出 5,555棟 死者、行方不明者 175人） 

酒田市大火（1,774棟、152,105㎡焼損 死

者 1人 負傷者 964人） 

沼津市、三沢ビル火災（256㎡焼損 死者

15人 負傷者 8人） 

 

1.31 

2. 4 

7.27 

8.10 

10.11 

 

 

鹿児島市で５つ子誕生 

ロッキード事件 

東京地検田中前首相を逮捕 

国鉄（現ＪＲ）武蔵野線（貨物）営業 

王貞治通算本塁打 715 号でベーブルース

の記録を破る 

 

昭和 52年 

1977年 

3.25 

 

5.13 

 

6.24 

 

9. 9 

北九州市、貫山林野火災（雑草 166.5ha、

植林 8.5ha 死者（消防職員）5人） 

岩国市、岩国病院火災（462㎡焼損 死者

7人 負傷者 5人） 

大阪市、柳井建設宿舎火災（568㎡焼損 死

者 12人 負傷者 3人） 

台風 9号（鹿児島沖永良部島直撃 家屋全

半壊 2,000戸） 

 

 

2.23 

 

3.15 

 

4.29 

9.16 

我が国初の静止衛星「きく 2号」を打ち上

げ静止に成功 

男性の保育者を認める政令が施行され保

父さん誕生 

山下泰裕（19）最年少の柔道日本一となる 

19年ぶり曲尺、鯨尺の復活が決まる 

 

（世相） 

・ カラオケブーム始まる。  

・ 日本人の平均寿命スウェーデンを抜

いて男女とも世界 1位となる。                   

昭和 53年 

1978年 

1.14 

 

 

3.10 

 

6.12 

 

伊豆大島近海地震（全壊家屋 96 棟 半壊

家屋616戸 一部破損家屋4,320戸 死者

25人 負傷者 205人 Ｍ7.0） 

新潟市、今町会館火災（82 ㎡焼損 死者

11人） 

宮城県沖地震（全壊家屋 581戸 半壊家屋

5,180戸 死者 27人 負傷者 1,105人） 

 

4. 6 

 

4.16 

5. 1 

 

5.20 

8.21 

 

池袋に超高層ビル「サンシャイン 60」（高

さ 240m日本一） 

東京で日本初の女子マラソン挙行 

植村直巳が犬ぞり単独行で北極点に到着

（57日間 767km） 

成田空港（新東京国際空港）開港 

日中友好平和条約調印（北京） 

 

昭和 54年 

1979年 

5.15 

7.15 

 

10.28 

北海道、三菱南大夕張炭鉱ガス爆発 

東名高速道路日本坂トンネル火災（死者 7

人 被災車 189台） 

木曽、御岳山が史上初の噴火 

 

 

1.16 

 

1.25 

 

6.24 

6.28 

大阪の三菱銀行支店で猟銃男が 40 人を監

禁し射殺される 

世界最長の山岳トンネル「大清水トンネル

（20,222m）」貫通 

カーター米大統領夫妻が来日 

東京サミット開催 

 

昭和 55年 

1980年 

8.16 

 

8.19 

11.20 

静岡駅前ゴールデン地下街ガス爆発（死者

15人 負傷者 199人） 

新宿西口バス放火火災 

栃木県、川治温泉プリンスホテル火災（死

者 45人） 

2.23 

6.12 

7.19 

 

11. 4 

浩宮徳仁親王成年式が行われる 

大平正芳首相急死（70歳） 

モスクワオリンピック開幕（日米など西側

不参加） 

王貞治現役引退 



年 防災関係の出来事 社会の出来事 

昭和 56年 

1981年 

8.23 

 

10.16 

 

茨城県竜ヶ崎台風 15 号の豪雨により子貝

川堤防決壊 

北海道、北炭夕張炭鉱火災（死者 3人） 

 

1.28 

2. 7 

2.23 

3.11 

10.19 

「日劇さよなら公演」始まる 

初の「北方領土の日」 

ローマ法王が広島で平和アピール 

国鉄赤字ローカル線 77線廃止 

福井謙一ノーベル化学賞受賞 

 

昭和 57年 

1982年 

2. 8 

 

2. 9 

 

3.21 

7.23 

8.21 

 

 

ホテルニュージャパン火災（死者 33 人 

負傷者 29人） 

日航機墜落事故（機長の異常操縦で羽田沖

に墜落 死者 24人） 

北海道浦河沖地震（Ｍ7.3） 

長崎市集中豪雨（死者 257人） 

大阪、ダイセル化学堺工場爆発火災 

 

 

1.15 

4. 1 

6.23 

7.23 

11.15 

松竹歌劇団、国際劇場で最終興行 

500円硬貨が発行される 

東北新幹線、大宮―盛岡間が開業 

国際捕鯨委、商業捕鯨を前面禁止 

上越新幹線、大宮―新潟間が開業 

昭和 58年 

1983年 

2.21 

 

5.26 

 

11.22 

蔵王観光ホテル火災（6 棟全焼 死者 11

人 負傷者 2人） 

日本海中部地震（津波などで死者、行方不

明者 104人 Ｍ7.7） 

静岡「つま恋」プロパンガス爆発（死者

14人 負傷者 28人） 

 

4.15 

5. 8 

9. 1 

 

10.11 

 

東京ディズニーランド開園 

サラリーマン新党結成 

韓国航空機ソ連領空を侵犯したとしてサ

ハリン沖で撃墜される 

東京地裁ロッキード事件丸紅ルート公判

（田中元首相懲役 4年の実刑判決） 

昭和 59年 

1984年 

1.18 

 

9. 3 

 

9.14 

11.16 

 

福岡、三井三池有明炭鉱坑内火災（死者

83人 負傷者 16人） 

東京国立近代美術館、フィルムセンター火

災（フィルム自然発火） 

長野県西部地震（大滝村で被害大 Ｍ6.8） 

東京、世田谷電話局洞道火災（9万 3千回

線最長 11日間不通） 

 

 

2.12 

 

5.12 

7.28 

 

 

冒険家植村直巳がマッキンリーで消息を

絶つ 

ＮＨＫ衛星放送開始 

第 23回オリンピックロサンゼルス大会 

共産圏 15カ国不参加 

 

（世相） 

江崎グリコ、森永製菓、ハウス食品を脅迫

する企業事件続発 

 

昭和 60年 

1985年 

5. 6 

 

5.17 

 

8.12 

 

 9. 2 

東京、柿の木坂タンクローリー火災民家 6

棟全半焼 

北海道、三菱南大夕張炭鉱ガス爆発（死者

62人 負傷者 10人） 

日航ジャンボ機御巣鷹山に墜落（死者 520

人 4人が奇跡的に生還） 

メキシコ大地震 

 

 

3.10 

3.16 

3.22 

4. 1 

 

5.17 

7.13 

 

 

ソ連共産党書記長にゴルバチョフ就任 

科学万博「つくば 85」開幕 

厚生省日本人第１号エイズ患者を認定 

日本電信電話公社（→ＮＴＴ）、日本専売

公社（→日本たばこ産業）に民営化 

男女雇用機会均等法成立 

満84歳の天皇陛下ご誕生以来30,757日目

（歴代天皇最長寿） 

 



年 防災関係の出来事 社会の出来事 

昭和 61年 

1986年 

2.11 

 

 4.21 

 

11.15 

 

12.17 

 

伊豆、熱川温泉ホテル大東館火災（死者

24人） 

東伊豆河津町峰温泉菊水館火災（死者 3人 

負傷者 54人） 

伊豆大島の三原山噴火（島民約 1万人が避

難） 

山陰本線余部橋梁で車両転落（工場、民家

を直撃 死者 6人 負傷者 60人） 

1.28 

4.26 

 

4.29 

7. 6 

9. 6 

 

米スペースシャトル爆発 

ソ連・チェルノブイリ原子力発電所の大事

故による放射能汚染 

天皇陛下ご在位 60年記念式典 

衆・参同日選挙（自民両院で圧勝） 

社会党委員長に土井たか子（日本初の女性

党首が誕生） 

昭和 62年 

1987年 

4.21 

5.26 

 

6. 6 

 

12.17 

 

長野、更植市山林火災 

東京、大井火力発電所火災（死者 4人 負

傷者 1人） 

東京、特別養護老人ホーム松寿園火災（死

者 17人 負傷者 25人） 

千葉県東方沖地震（液状化による被害大 

Ｍ6.7） 

2. 3 

3.15 

4. 1 

5.10 

8. 7 

10.12 

高松宮宣仁親王ご逝去 

カネミ油症事件が 19年ぶりに和解 

国鉄を分割し、民営化の新会社発足 

帝銀事件の死刑囚平沢貞通死去（95歳） 

岸信介元首相死去（90歳） 

利根川進氏（米マサチューセッツ工大教

授）がノーベル医学・生理学賞を受賞 

 

昭和 63年 

1988年 

5. 4 

5.18 

7.15 

 

7.23 

 

12. 5 

 

東京、中央卸売築地市場火災 

大阪港、ソ連客船火災（死者 11人） 

広島、中国自動車道境トンネル火災（11

台炎上 死者 5人 負傷者 5人） 

潜水艦「なだしお」横須賀沖でつり船「第

1富士丸」と衝突（死者 29人） 

東京、ＪＲ東中野電車衝突事故（死者 2人 

負傷者 109人） 

3.13 

3.17 

4.10 

 

青函トンネル開業 

東京ドーム開業 

瀬戸大橋開通 

 

平成元年 

1989年 

2.10 

7.13 

8. 1 

8. 2 

8.24 

 

9. 4 

東京、調布の日活撮影所火災 

伊豆、伊東沖で海底噴火 

川崎市高津区集中豪雨土砂崩れ 

横浜市、打ち上げ花火爆発 

東京、江東区超高層マンション火災（24

階 108㎡焼損） 

東京、上野公園輪王寺火災 

 

1. 7 

 

1. 8 

2.24 

6. 2 

6.24 

天皇が崩御され皇太子明仁親王が即位。閣

議で新元号「平成」と決定 

新元号「平成」施行 

昭和天皇の大葬（新宿御苑） 

リクルート問題で竹下登内閣総辞職 

歌謡界の女王、美空ひばり死去 

平成 2年 

1990年 

3.18 

 

5.26 

 

6.21 

11.17 

兵庫、長崎屋尼崎店火災（死者 15 人 負

傷者 6人） 

東京、第一化成工業で化学薬品爆発（7棟

全焼 死者 8人 負傷者 18人） 

イラン大地震（死者 4万人以上） 

長崎、雲仙普賢岳噴火（198年ぶりに噴火

が始まった。） 

 

4. 1 

～6.29 

6.29 

 

10. 3 

11.12 

12. 2 

大阪で「花の万博」開幕 

 

礼宮さま、紀子さまご結婚（「秋篠宮」新

宮家を創立） 

東西ドイツの統一 

天皇陛下「即位の礼」の儀式（皇居の宮殿） 

ソ連の宇宙船「ソユーズＴＭ11」で日本人

初の宇宙飛行（東京放送記者の秋山豊寛

氏） 



年 防災関係の出来事 社会の出来事 

平成 3年 

1991年 

5.14 

 

5.15 

 

6. 3 

 

9.27 

 

滋賀、信楽高原鉄道列車衝突事故（死者

42人 負傷者 576人） 

東京シューズ倉庫火災（2,100㎡焼失 99

時間 42分の長時間燃え続ける） 

長崎雲仙普賢岳の火砕流災害（180棟炎上 

死者 40人 行方不明 3人） 

台風 19 号列島横断（死者 62 人 43 都道

府県に被害が及ぶ） 

1.27 

 

4.16 

 

5.15 

12.10 

湾岸戦争勃発（米軍とイラク軍戦略拠点に

爆撃開始） 

ソ連のゴルバチョフ大統領が日ソ関係史

上初来日 

千代富士（横綱）引退 

スーチー女史にノーベル平和賞 

 

 

 

平成 4年 

1992年 

3.17 

 

6. 2 

 

6.16 

 

 

10.16 

 

北海道、道縦貫道路多重追突事故（160台

追突 死者 2人 負傷者 73人） 

茨城、関東鉄道取手駅列車暴走事故（死者

1人 負傷者 182人） 

茨城、大同火工煙火店爆発火災（16 棟吹

き飛び住宅 9棟焼失、966棟被害 負傷者

51人） 

千葉、袖ヶ浦製油所爆発炎上（死者 10 人 

負傷者 8人） 

 

1.26 

7.27 

 

9.12 

 

9.17 

 

大相撲貴花田が最年少優勝（19歳 5ヶ月） 

岩崎恭子がバルセロナ五輪で金メダル（競

泳で史上最年少 14歳） 

毛利氏宇宙飛行（日本人初のシャトル搭

乗） 

カンボジアＰＫＯ、自衛隊第 1陣が出発し

平和協力へ本格始動 

平成 5年 

1993年 

2. 1 

 

6.末 

～秋 

 

7.12 

 

 

9.30 

越中島ずい道工事現場メタンガス爆発火

災（死者 4人 負傷者 1人） 

米中西部のミズーリ州などミシシッピ川

流域 6 月末から秋にかけ米史上最悪の洪

水（被害総額 120億ドル） 

北海道南西沖地震（焼失家屋 300戸 倒壊

家屋 805 戸 死者 202 人 行方不明者 29

人 負傷者 305人） 

インド中西部のマハラシュトラ州で大地

震発生（死傷者約 23,400人 Ｍ6.4） 

 

1.20 

1.27 

 

5.15 

6. 9 

8. 6 

 

クリントン米大統領就任 

曙、初の外国人横綱に。貴乃花は最年少大

関 

サッカーＪリーグ開幕 

皇太子殿下・小和田雅子様ご結婚 

55年体制の崩壊により細川首相を指名し、

非自民連立内閣成立 

平成 6年 

1994年 

4.26 

 

10. 4 

 

12.10 

 

12.24 

 

12.28 

中華航空エアバス墜落炎上事故（死者 264

人 負傷者 9人 名古屋空港） 

北海道東方沖地震（全壊家屋 61 戸 負傷

者 403403



年 防災関係の出来事 社会の出来事 

平成 7年 

1995年 

1.17 

 

 

3.20 

 

 

5.28 

 

6.29 

阪神・淡路大震災（建物被害 480,000棟以

上 地震による火災285件 死者6,430人 

負傷者 43,773人 Ｍ7.2） 

地下鉄サリン事件（営団地下鉄の 15 駅の

ホーム、電車内でサリン災害が発生し、死

者 12人 負傷者 5,500人以上） 

ロシア・サハリン州北部で大地震発生（死

者 2,000人超） 

韓国・ソウル市で５階建ての高級デパート

「三豊百貨店」が突然崩壊（死者 502 人 

負傷者 937人） 

 

 

4.19 

 

4.20 

5.16 

9. 5 

 

11. 9 

 

 

 

米オクラホマの連邦政府ビルで史上最悪

の爆弾テロ（死者 168人） 

景気低迷で空前の就職難、失業率上昇 

オウム真理教の麻原彰晃代表を逮捕 

仏が南太平洋の仏領ポリネシア・ムルロア

環礁で核実験を強行 

米大リーグ・ドジャースの野茂英雄投手が

13勝 6敗、ナショナル・リーグ最多の 236

奪三振を記録し日本人初のリーグ新人王 

 

平成 8年 

1996年 

2.10 

 

 

7.13 

 

 

10.28 

 

12. 6 

 

北海道積丹半島豊浜トンネル岩盤崩落事

故（死者 20 人 路線バス 1 台、乗用車 1

台破損） 

大阪府堺市の小学校３３校でＯ１５７大

量感染（児童約 300人が食中毒症状を訴え

病原性大腸菌Ｏ１５７が検出された） 

広島市市営高層アパート火災（焼損面積

580㎡ 8階から 20階まで延焼） 

長野県小谷村蒲原沢土石流災害（死者 13

人 行方不明者 1人 負傷者 8人） 

 

 

3.27 

7.19

～8. 4 

8. 4 

 

 

8.28 

 

11. 5 

 

ＥＵが英国産牛肉全面禁輸を決定 

米アトランタ五輪で日本勢メダル 14 個

（金 3、銀 6、銅 5） 

映画「男はつらいよ」シリーズなどで親し

まれてきた俳優の渥美清氏（本名・田所康

雄）死去 

薬害エイズ事件で安部前帝京大副学長を

逮捕 

米大統領選で民主党ビル・クリントンが再

選 

平成 9年 

1997年 

1. 2 

 

 

 

3.11 

 

 

 

7.10 

 

 

12.21 

ロシア船籍のタンカーが島根県・隠岐島沖

の日本海で沈没し、重油が流出（日本海 

沿岸 10 府県に漂着し、環境や漁業に大被

害） 

茨城県東海村、動力炉核燃料開発事業団東

海事業所再処理工場爆発火災（アスファル

ト固化処理施設内で爆発火災が発生し、作

業員 37人が被爆） 

鹿児島県出水市堺町針原地区山崩事故（梅

雨の豪雨により山崩れが発生し、16 世帯

47人が押し流され 21人が死亡） 

東京都中央卸売市場築地市場火災（119店

舗焼失 焼損面積 2,232㎡負傷者 2人） 

 

 

 

2.23 

4. 1 

4.13 

 

4.22 

 

6.28 

 

 

7. 1 

8.31 

11.24 

12.24 

 

英でクローン羊「ドリー」づくりに成功 

消費税 5%がスタート 

タイガーウッズがマスターズ・トーナメン

トで最年少制覇（21歳） 

ペルー日本大使公邸に武力突入（事件発生

から 127日目） 

神戸市の市立中学正門前で小学男児の頭

部が発見された事件で、被害者と顔見知り

の中学 3年男子を殺人、死体遺棄の疑いで

逮捕 

香港が英国から中国に返還 

土井隆雄氏が日本人で初めて宇宙遊泳 

ダイアナ元英皇太子妃が交通事故死 

 



年 防災関係の出来事 社会の出来事 

平成 10年 

1998年 

6. 3 

 

7.17 

 

8.27 

 

10.12 

 

10.14 

 

 

 

ドイツ北部で超高速列車の脱線事故（死者

96人） 

パプアニューギニアで大津波（死者 2,500

人） 

福島県と栃木県に集中豪雨（死者、行方不

明者 21人） 

中国・長江（揚子江）流域で大洪水（被災

者約 2億 2,300万人 死者 3,600人） 

超大型ハリケーン「ミッチ」が中米諸国を

襲う（主要被災国 4 カ国で行方不明者約

20,000人） 

 

2. 7 

～22 

2.25 

 

5.27 

 

6.10 

～7.12 

9. 6 

9.27 

冬季オリンピック長野大会開催、日本金メ

ダル 5個（計 10個） 

韓国大統領選で金大中氏当選第 15 代韓国

大統領に 

若乃花横綱昇進、貴乃花と初の兄弟横綱が

誕生 

サッカーＷ杯フランス大会に日本初出場 

 

黒澤明映画監督が死去 

米大リーグ、カージナルスのマーク・マグ

ワイア選手年間本塁打記録を 37 年ぶりに

更新（70本） 

 

 

平成 11年 

1999年 

8.14 

 

8.17 

9.21 

9.30 

 

10.29 

玄倉川の豪雨（キャンパーが流され死者

13人） 

トルコで大地震発生（死者 15,000人超） 

台湾で大地震発生（死者 2,400人） 

東海村の核燃料工場で国内初の臨海事故

発生 

首都高速でタンクローリー爆発事故 

1. 1 

1.26 

1.29 

4.23 

5.21 

 

9.21 

10.12 

10.15 

 

欧州単一通貨ユーロが始動 

コロンビア西部地震（死者 4,000人） 

「地域振興券」を交付 

新東京都知事に石原慎太郎氏 

トキの人工孵化に成功（中国産トキのヒナ

が誕生） 

東ティモール独立へ 

世界人口 60億人を突破 

「国境なき医師団」にノーベル平和賞 

 

 

 

平成 12年 

2000年 

3. 8 

 

3.31 

 

6.10 

 

8.29 

 

10.16 

 

 

11.11 

地下鉄日比谷線脱線事故（死者 5人 負傷

者 38人） 

北海道、有珠山噴火（住民ら約 17,000 人

が避難） 

群馬県、日進化工爆発火災（建物半壊 7棟 

一部損壊 254棟 死者 4人 負傷者 47人） 

三宅島噴火（死者 1 人 住戸被害 108 棟 

9.2に全島民が避難開始） 

鳥取県西部沖地震（1府 9県にわたり被害

を出し、住戸全壊 315 戸 半壊 1,649 戸 

一部破損7,318戸 負傷者138人 Ｍ7.3） 

オーストリアでケーブルカー火災事故（死

者 155人 負傷者 12人） 

3.26 

4. 1 

 

7. 1 

7.19 

9. 2 

10.10 

10.13 

10.24 

 

 

10.28 

11.21 

露大統領にプーチン氏当選 

小渕首相が病に倒れ、森・自公保連立内閣

が発足 

雪印食中毒事件 

二千円札発行 

三宅島噴火で全島民が避難 

白川博士にノーベル化学賞 

韓国の金大中大統領にノーベル平和賞 

シドニーオリンピックで高橋尚子選手（マ

ラソン）金メダル、田村亮子（柔道）3度

目の正直で金メダル 

「ＯＮ」対決で巨人 6年ぶり日本一 

ペルーのフジモリ大統領罷免 

 

 



年 防災関係の出来事 社会の出来事 

平成 13年 

2001年 

1.26 

2.10 

3.24 

 

 

5. 5 

5. 8 

 

9. 1 

 

9.11 

インド西部地震（死者 17,030人 Ｍ7.7） 

えひめ丸が米原潜に衝突され沈没 

芸予地震（建物全壊69棟 半壊749棟 一

部破損 48,602 棟 死者 2 人 負傷者 287

人 Ｍ6.7） 

千葉県四街道市寄宿舎火災（死者 11人） 

青森県弘前市、金融事務所放火火災（死者

5人 負傷者 4人） 

東京新宿歌舞伎町雑居ビル火災（死者 44

人 負傷者 3人） 

米中枢同時多発テロ（世界貿易センタービ

ル、米国防総省破壊 死者約 3,000人） 

 

1.20 

4.26 

4.30 

6. 8 

9. 4 

9.10 

9.30 

10.10 

10.13 

11.20 

 

12. 1 

 

ブッシュ大統領が就任 

小泉内閣発足 

史上初の宇宙観光旅行 

大阪・付属池田小で児童殺傷 

東京ディズニーシーがオープン 

国内初の「狂牛病」感染牛 

巨人軍の長嶋監督が勇退 

野依博士にノーベル化学賞 

国連とアナン事務総長にノーベル平和賞 

米大リーグ、マリナーズのイチローが大リ

ーグでＭＶＰ 

雅子さま、女児をご出産 

 

 

平成 14年 

2002年 

3.12 

 

3.31 

6.29 

 

 

8. 8 

 

 

10. 1 

宮崎県、旭化成㈱レオナ工場火災（工場内

約15,000㎡焼損 近隣住民9,407人避難） 

台湾地震 

北海道稚内市、中央小売市場火災（焼損面

積 8,845㎡ 全焼 25棟 半焼 2棟 部分

焼 2棟） 

欧州で世紀の大洪水（ロシア・チェコ・ド

イツ・オーストリア・ルーマニアなどで死

者 109人） 

長崎造船所豪華客船ダイアモンドプリン

セス火災（焼損面積 50,295㎡） 

 

2. 1 

5.31 

～6.30 

9.17 

 

10. 8 

 

10.31 

 

11.21 

 

「ユーロ」の現金流通開始 

サッカーＷ杯、初の日韓共催で日本ベスト

１６ 

史上初の日朝首脳会談、金総書記拉致認め

被害者 5人帰国 

田中耕一氏、ノーベル化学賞・小柴昌俊氏、

ノーベル物理学賞をダブル受賞 

巨人が日本一となり12月18日松井秀喜選

手大リーグへ 

高円宮さまご逝去 

 

平成 15年 

2003年 

2.18 

 

7.20 

8.29 

 

9. 8 

9.26



年 防災関係の出来事 社会の出来事 

平成 16年 

2004年 

9. 1 

10.20 

 

10.23 

 

 

12.13 

 

12.26 

浅間山 21年ぶり噴火 

台風 23号が高知県に上陸、全国で死者 95

名 

新潟県中越地震 （M6.8 最大震度 7 死

者 68名 上越新幹線脱線、斜面崩壊発生、

旧山古志村壊滅的被害） 

ドン・キホーテ連続放火事件（埼玉県さい

たま市緑区 死者 3名） 

スマトラ島沖地震 (M9.3 津波などによ

り約 14カ国で 22万人以上が死亡) 

 1.12 

  

2.27 

 

 4. 1 

 

 

 7. 1 

 

 8.13 

11. 1 

 

 

山口県の養鶏場で鳥インフルエンザ発生

（日本国内では 79年ぶり） 

オウム真理教の麻原彰晃被告に一審で死

刑判決 

特殊法人帝都高速度交通営団（営団地下

鉄）が民営化され、東京地下鉄株式会社（東

京メトロ）になる 

「紀伊山地の霊場と参詣道」が世界遺産

（文化遺産）に登録される 

アテネオリンピック開幕 

一万円札・福沢諭吉、五千円札・樋口一葉、

千円札・野口英世を肖像とした新札が発行

される 

平成 17年 

2005年 

4.25 

 

 7. 7 

 

 8.26 

 

10. 8 

 

12.25 

JR 福知山線脱線事故（JR 尼崎脱線事故）

（死者 107名、負傷者 555名） 

ロンドン同時爆破事件（地下鉄及びバスが

爆破され、56名が死亡） 

ハリケーン「カトリーナ」が米国フロリダ

州に上陸し、死者 1,200名以上 

パキスタン地震 (M7.6 建物の倒壊によ

る下敷き等で死者 9万人以上) 

JR 羽越本線脱線事故（死者 5 名 負傷者

32名） 

 2.16 

 

 2.28 

 3.25 

 

10. 1 

11.17 

 

 

 

温室効果ガスの削減等を定めた「京都議定

書」が発効される 

スペシャルオリンピックス長野大会開幕 

2005 年日本国際博覧会「愛知万博」が開

幕 

平成の大合併 50市町誕生 

耐震強度偽装問題（マンションやホテルの

構造計算書が偽装され、震度 5クラスの地

震で倒壊の危険がある建物が建てられて

いることが発覚） 

 

平成 18年 

2006年 

2.17 

 

 

 5.27 

 

11. 7 

 

 

フィリピンのレイテ島で大規模な土砂崩

れが発生し、人口約 3,000人の村が壊滅状

態になる 

インドネシアのジャワ島周辺を震央とす

る M6.3の地震が発生、死者 5,782名 

北海道佐呂間町で瞬間風速 80m 前後の竜

巻が発生（死者 9名 負傷者 21名） 

1.23 

2. 3 

 

 

2.23 

 

7. 6 

12.30 

 

ライブドア事件 

エジプトのフェリー「アル・サラーム ・

ボッカチオ 98 号」が紅海で沈没、死者・

行方不明者は約 1,000名 

トリノ冬季五輪で女子フィギュアスケー

トの荒川静香選手が金メダル 

北朝鮮が日本海に 7発のミサイルを発射 

イラクのサダムフセイン元大統領の死刑

が執行される 

平成 19年 

2007年 

1.20 

 

 6.19 

 

7.16 

 

 

兵庫県宝塚市のカラオケボックス店の火

災（死者 3名） 

東京都渋谷区温泉施設爆発事故（死者 3

名） 

新潟県中越沖地震（M6.8 最大震度 6 強 

死者 11名 柏崎刈羽原発が被害） 

2.18 

3.21 

7.11 

 

10. 1 

 

第 1回東京マラソン 

タミフル異常行動問題 

米大リーグのオールスター戦でマリナー

ズのイチロー選手が日本人初の MVP 

郵政民営化がスタート 

 

 



年 防災関係の出来事 社会の出来事 

平成 20年 

2008年 

5.12 

 

7.29 

 

 8. 3 

 

 

 

10. 1 

 

中国四川大地震（M8.0 死者約 70,000 名 

行方不明者約 18,000名） 

新日本製鐵八幡製鐵所火災（福岡県北九州

市八幡東区 鎮火に 1週間） 

熊野町ジャンクション火災事故（東京都板

橋区 ガソリンなどを運搬中のタンクロ

ーリーが横転・炎上し、首都高速道路の高

架橋を損傷。復旧までに 2ヵ月半） 

大阪個室ビデオ店放火事件（死者 16名） 

 

1.22 

 

 

4. 1 

6. 1 

7.11 

8. 8 

～24 

 

中国製ギョーザ食中毒問題（ギョーザのパ

ックから農薬「メタミドホス」が検出され

た） 

後期高齢者医療制度スタート 

後部座席シートベルト着用義務化 

新型携帯電話「iPhone3G」発売 

北京五輪開幕 

 

平成 21年 

2009年 

3. 8 

 

3.19 

 

3.20 

 

7. 5 

11.22 

兵庫県尼崎市のショッピングセンター園

和の市場火災（約 5,000㎡全焼） 

群馬県渋川市の老人ホーム火災（死者 10

名） 

兵庫県尼崎市の難波センター市場火災（約

3,000㎡全焼） 

大阪パチンコ店放火殺人事件（死者 5名） 

東京都杉並区高円寺駅前の雑居ビル火災

（死者 4名） 

 

1. 4 

 1. 4 

2. 2 

5.21 

6.12 

 

 

 

オバマ氏、第 44代米大統領に就任 

ICカード運転免許証 

浅間山噴火 

裁判員制度スタート 

豚インフルエンザ発生（メキシコ等）警戒

レベルを初のフェーズ 6に認定(WHO) 

呼称変更→インフルエンザＡ（H1N1） 

平成 22年 

2010年 

 8. 5 チリ北部のサンホセ鉱山で落盤事故（69

日後の 10月 13日に地下 700ｍから 33名

全員が救出された） 

 1. 4 

6.13 

6.28 

10. 3 

「ブルジュ・ハリファ」開業(828m) 

小惑星探査機はやぶさが地球に帰還 

高速道路無料化社会実験開始 

大相撲横綱朝青龍、引退 

 

平成 23年 

2011年 

3.11 

 

 

東北地方太平洋沖地震(東日本大震災)

（M9.0、死者約 18,000 名、行方不明者約

2,700名 東京電力福島第一原発で国内初

の炉心溶融） 

  

東日本大震災に対する稲城市の 

支援及び米軍による支援「トモ 

ダチ作戦」について次頁に記載 

1.19 

 1.30 

 6. 1 

6.24 

7. 1 

 7.18 

 

 7.24 

 

52年ぶり、新燃岳が爆発的噴火 

日本、サッカー・アジア杯優勝 

既存住宅に火災警報機設置義務化 

小笠原諸島、世界自然遺産に登録 

電力使用制限令 37年ぶり発動 

サッカー女子Ｗ杯でなでしこ Japan、米を

破り世界一、国民栄誉賞受賞 

アナログ放送終了 

 

 

平成 24年 

2012年 

7.11 

～14 

 

12．2 

九州北部豪雨（熊本県で 816.5㎜、大分県

で 656.5㎜、福岡県で 649㎜に達する記録

的な豪雨） 

笹子トンネル天井板落下事故（死者 9名） 

 

5.21 

 5.22 

7. 1 

金環日食 

東京スカイツリー開業（634m） 

うるう秒挿入「7/1 8時 59分 60秒」 

 



東日本大震災 

 

平成２３年３月１１日１４時４６分、宮城県牡鹿半島の東南東１３０ｋｍ付

近の太平洋の海底を震源とする東北地方太平洋沖地震が発生した。地震の規模

はマグニチュード９．０で、日本周辺における観測史上最大の規模である。最

大震度は宮城県栗原市で観測された震度 7 で、震災による死者・行方不明者は

合わせて１８，０００人を超える甚大な人的被害を及ぼした。 

この地震により、東北地方太平洋沿岸部では波高１０ｍ以上にも上る巨大津波 

が発生し、東北地方と関東地方の太平洋沿岸部に壊滅的な被害が発生した。 

巨大津波以外にも地震の揺れや液状化現象、地盤沈下などにより北海道南岸か 

ら東京湾を含む関東南部に至る広大な範囲で被害が発生し、各種ライフライン

が寸断された。 

また、地震と津波により東京電力福島第一原子力発電所は、全電源の喪失、水 

素爆発などにより放射性物質の漏洩を伴う重大な原子力事故に発展し、１０万

人を超える被災者が屋内退避や警戒区域外への避難を余儀なくされた。 

 

東日本大震災に係る支援状況 

 

１ 稲城市災害防止協会による支援 

 ⑴ 平成２３年９月に福島県相馬市震災孤児等支援金支給基金へ義援金２０

万円を寄附 

 ⑵ 平成２３年９月に開催された稲城阿波おどり大会において、震災孤児支

援のための義援金募集活動に参加 

２ 稲城市・稲城市消防本部・稲城市消防団による支援 

⑴ 平成２３年３月１３日～１５日 

救助車、後方支援車、給水車により、消防職員８名が福島県相馬市にて

復旧、捜索活動実施 

 ⑵ 平成２３年３月１４日～３月１５日 

   市職員６名が毛布・非常食１５０人分などの救援物資を福島県相馬市に

搬送 

 ⑶ 平成２３年３月２３日 

   市及び消防団による東北地方太平洋沖地震義援金の継続寄付 

 ⑷ 平成２３年３月３１日 

   消防職員２名がディスポ手袋７，５００双、マスク４，５００枚及び消

毒用品などを宮城県亘理町及び福島県相馬市に搬送 

 



⑸ 平成２３年６月１日 

   福島県相馬市と災害時相互応援協定を締結するとともに、救援物資を搬

送 

⑹ 平成２４年１０月 

  消防団による相馬市殉職消防団員顕彰碑建立に係る寄付 

⑺ その他、復興支援として、市保有の活動服などの救援物資搬送、事務支援

のために市及び消防職員を派遣 

 

東日本大震災に係る米軍による支援（トモダチ作戦） 

 

 外務大臣から、在日米軍による支援を正式に要請された在日米軍司令部によ

ると、米軍は、人員約２４，５００名、艦船２４隻、航空機１８９機を投入し

た大規模な活動「トモダチ作戦」を実施した。また、食料品等約２８０トン並

びに水約７７０万リットル、燃料約４．５万リットルを配布（貨物約３，１０

０トンを輸送）した。 

 

１ 地震に係る支援 

 ⑴ 海軍 

   空母「ロナルド・レーガン」、救難艦「セーフガード」などにより、捜索

救助活動や人道支援物資の輸送が行われ、自衛隊等と共に障害物除去活動、

行方不明者の合同捜索救助活動が行われた。 

 ⑵ 海兵隊 

   第３１海兵機動展開隊を載せた強襲揚陸艦「エセックス」などが支援物

資や給水車、給電車を輸送した上で人道支援活動が行われた。 

 ⑶ 空軍 

   横田飛行場において、民間機の目的地外着陸（ダイバード）を受入れた。 

   Ｃ１３０輸送機による医薬品などの輸送・提供が行われ、無人偵察機「グ

ローバル・ホーク」等が撮影した画像が日本側に提供された。 

 ⑷ 陸軍 

   仙台空港の復旧作業に協力した。また、損壊車両やがれきの撤去、灯油

を含む人道支援物資の提供、自衛隊に協力して行方不明者の捜索救助活動

が行われた。 

２ 福島第一原子力発電所に係る支援 

  消防車２台及びポンプ５基の輸送・提供、防護服・マスク９９セットの提

供、ホウ素約９トンの輸送・提供、米海軍のバージ（はしけ）船２隻による

淡水約１９０万リットルの提供及び海兵隊の放射能対処専門部隊約１５０名

が派遣された。 



○福島県相馬市の被害状況 

（写真１，２，３はいずれも松川浦地区） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 福島県相馬市での支援活動 

 

 

写真１ 

写真２ 

写真３ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

稲城消防署救助隊による、

津波によって流され通行

障害となっている車両の

排除作業 

稲城消防署職員による倒壊

家屋内での捜索活動 

稲城市所有の給水車によ

る給水活動 



火災予防運動全国統一防火標語 

 

≪火災予防運動週間≫  春の火災予防運動  ３月１日から ３月 ７日 

秋の火災予防運動 １１月９日から１１月１５日 

 

 

 

平成２５年度   消すまでは 心の警報 ＯＮのまま      

平成２４年度   消すまでは 出ない行かない 離れない    

平成２３年度   消したはず 決めつけないで もう一度       

平成２２年度   「消したかな」 あなたを守る 合言葉    

平成２１年度   消えるまで ゆっくり火の元 にらめっ子    

平成２０年度   火のしまつ 君がしなくて 誰がする       

平成１９年度   火は見てる あなたが離れる その時を   

平成１８年度   消さないで あなたの心の 注意の火   

平成１７年度   あなたです 火のあるくらしの 見はり役       

平成１６年度   火は消した？ いつも心に きいてみて    

平成１５年度   その油断 火から炎へ 災いへ   

平成１４年度   消す心 置いてください 火のそばに   

平成１３年度   たしかめて。 火を消してから 次のこと    

平成１２年度   火をつけた あなたの責任 最後まで    

平成１１年度   あぶないよ ひとりぼっちにした その火 

平成１０年度   気をつけて はじめはすべて 小さな火    

平成 ９年度   つけた火は ちゃんと消すまで あなたの火    

平成  

い つ も 心 にそ の 時 を



昭和５８年度   点検は 防火のはじまり しめくくり 

昭和５７年度   火の用心 心で用心 目で用心 

昭和５６年度   毎日が 防火デーです ぼくの家 

昭和５５年度   あなたです 火事を出すのも 防ぐのも 

昭和５４年度   これくらいと 思う油断を 火が狙う 

昭和５３年度   それぞれの 持ち場で生かせ 火の用心 

昭和５２年度   使う火を 消すまで離すな 目と心 

昭和５１年度   火災は人災 防ぐはあなた！ 

昭和５０年度   幸せを 明日につなぐ 火の始末 

昭和４９年度   生活の 一部にしよう 火の点検 

昭和４８年度   隣にも 声かけあって よい防火 

昭和４７年度   慣れた火に 新たな 注意 

昭和４６年度   いま燃えようとしている火がある 

昭和４５年度   防火三百六十五日 

昭和４４年度   今捨てた タバコの温度が ７００度 

昭和４３年度   あなたは 火事の恐ろしさを 知らない 

昭和４２年度   さあねよう アッそのまえに 火の点検 

昭和４１年度   火の始末 人にたのむな 任せるな 

 

 

 

総務省消防庁と社団法人日本損害保険協会の共催により、防火意識の高揚を図

ることを目的に、昭和４１年から「全国統一防火標語」を広く募集しています。 

 



危険物安全週間標語 

 

≪危険物安全週間≫  毎年６月の第２週（日曜日から土曜日までの１週間） 

  

          

平成２５年度   あなたこそ 無事故を担う 司令塔 

平成２４年度   危険物 めざせ完封 ゼロ災害 

平成２３年度   危険物 無事故のゴールは譲れない 

平成２２年度   危険物 事故は瞬間 無事故は習慣 

平成２１年度   安全は 意識と知識と 心掛け 

平成２０年度   安全へ 確かなスマッシュ 保守点検 

平成１９年度   危険物 目指せ無事故の ＭＶＰ 

平成１８年度   自主点検 欠かさぬあなたに グランプリ 

平成１７年度   危険物 かさねる無事故の 金メダル 

平成１６年度   危険物 ゆるむ心の 帯しめて 

平成１５年度   危険物 無事故の主役は あなたです 

平成１４年度   危険物 小さな油断も イエローカード 

平成１３年度   危険物 めざすゴールは 無災害 

平成１２年度   危険物 守りのかなめは 保守点検 

平成１１年度   危険物 一手先読む 確かな点検 

平成１０年度   安全は 日々の気持ちの 積み重ね 

平成 ９年度   気を抜くな 扱う相手は 危険物 

平成 ８年度   危険物 むき合う心 いざ集中 

平成 ７年度   確実な 攻守がきめての 危険物 

平成 ６年度   一瞬のすきも許さぬ 危険物 

平成 ５年度   危険物 その時その場が 正念場 

平成 ４年度   心・技・知 危険物には 真剣勝負 

平成 ３年度   危険物 いつも本番 待ったなし 

平成 ２年度   “まさか”より “もしも”で守ろう 危険物 

 

 

危険物の保安に対する高揚及び啓発を図ることを目的に、平成２年から総務省

消防庁により「危険物安全週間推進標語」を広く一般から募集しています。 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

２ 協会の事業 

 

 

 

 

 



(1) 会議関係 

 

定期総会 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

役員会 

 

 
 

４０周年実行委員会 

 



(2) 防火広報関係 

 
    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

防災物品の配布           いなぎ市民祭 

 

 

 

 
 

 

                     

 

 

 

 

 

ＰＲ用横断幕         防災週間の消火器プレゼント 

 

 

 
 

山火事防止看板の設置       火災予防用マグネットシート 

 

 



 

(3) 研究研修関係 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

防火管理者・危険物取扱者等実務研修会     第九方面各種研修会 

 

 

 

 

                       

 

 

 

 

 

 

視察研修会  

写真左（海上自衛隊横須賀地方総監部） 写真右（横田基地）  

 

(4) 助成関係 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

応急手当講習テキスト       自主防災組織（半纏寄贈） 



 

 
消防団（操法審査会）                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                      

                      

 

                      

 

女性防火クラブ    

 

 
少年消防クラブ 



 

 

 

 

 

 

 

３ 40 周年記念事業 

      実行委員紹介 

 

 

 

 



４０周年記念事業実行委員長挨拶 
 

 

 

  稲城市災害防止協会副会長 

  須 天 俊 明 
 

 

 

稲城市災害防止協会は、昭和４８年の５月に地域防災を強く意識した稲城市内の企

業や商店など、有志１１５名により設立されました。以来、防火・防災思想の普及啓

発を活動の中核として、「災害のない安全で住みよいまちづくり」を目指して、火災

予防広報や各種研修会の開催など様々な事業を展開してまいりました。稲城消防署と

の連携のもとで、諸先輩方のたゆまぬご努力により、その活動が継続され、今年で４

０周年を迎えることができました。 

この記念すべき４０周年を一つの区切りとして、新たな時代の安全な稲城のまちづ

くりに向け、次の第一歩を踏み出すために、一年半前から４０周年記念事業実行委員

会において企画、検討を重ねてまいりました。これまで多くの皆様からご支援とご協

力をいただき、本日ここに記念誌を刊行し、記念講演会と記念式典・祝賀会を開催す

ることができました。 

本周年記念事業にあたり、ご尽力いただきました皆様に改めまして感謝を申し上げ

たいと存じます。 

また、今後につきましても、当協会が安全安心なまちづくりの一翼を担う団体とし

て、更に５０周年、６０周年と益々発展して社会に貢献できる様、現在の会員２２９

名全員力を合わせて努力してまいりたいと存じますので、関係団体の皆様方の更なる

ご指導とご鞭撻をお願い申し上げます。 

結びに、関係各位と会員各位のご健勝とご多幸を祈念致しまして、ご挨拶とさせて

いただきます。 

 

４０周年記念事業実行委員会 

委 員 長  須 天 俊 明   日本フイルコン株式会社東京事業所 

副委員長  榎 本 久 春   社会福祉法人正吉福祉会 

地域福祉サービスセンターいなぎ正吉苑 

委員（会計）田 中 一 彦   さわやか信用金庫稲城支店 

委  員  奈 良 部 義 彦   有限会社稲城防災設備 

〃       呉 地 久 雄   株式会社ユニ・エンジニアリング 

〃    横 山 大 助   サントリー食品工業株式会社 

〃    田 代 智 昭   株式会社よみうりランド 

〃    髙 橋   渡   株式会社タカハシミュージックプラザ 



 

 

 

 

 

 

 

４ 協会の会則等 

 

 

 

 

 



 

稲城市災害防止協会会則 
                                       

  第１章 総則                         

（名称）                                 

第１条 この会は、稲城市災害防止協会（以下「本会」という。）と称する。  

（組織）                                 

第２条 本会は、稲城市に居住する者及び事業を営む者並びに本会の趣旨に賛同する者

をもって組織する。 

（事務所）                               

第３条 本会の事務所を稲城市消防本部予防課に置く。           

  第２章 目的及び事業                  

（目的）                                

第４条 本会は、防火思想と火災予防の徹底をはかり、災害による被害を防止し人命の

安全に寄与することを目的とする。                

（事業）                                  

第５条 本会は、前条の目的を達成するため、次の各号に定める事業を行う。  

 ⑴ 火災予防の普及徹底に関すること。                 

 ⑵ 防火管理及び危険物等の取扱いに関すること。            

 ⑶ 消防防火に関する調査研究の奨励及び助成に関すること。      

 ⑷ 消防訓練及び指導に関すること。                  

 ⑸ 消防関係図書の刊行及び購入頒布に関すること。           

 ⑹ 消防防火に関する功労者の表彰に関すること。            

 ⑺ 会員相互の連絡協調に関すること。                 

 ⑻ 防火関係団体との連携に関すること。                

 ⑼ 会員の弔慰救済に関すること。                  

 ⑽ その他本会の目的達成に関すること。                

  第３章 会員及び会費 

（会員区分及び会費）                           

第６条 会員の区分及び会費は、次の各号に定めるとおりとする。       

 ⑴ 正会員  月額１口 1,000円以上の会費を納入する者を正会員とする。  

 ⑵ 賛助会員 月額１口 2,000円以上の会費を納入する者を賛助会員とする。  

 ⑶ 特別会員 月額 5,000円以上の会費を納入する者を特別会員とする。  

 ⑷ 名誉会員 本会に特に功労のあった者で、役員会において推薦した者を名誉会 

       員とする。    

               



 

（会費の払い戻し）                             

第７条 会員は既に納入した会費の払い戻しの請求をすることができない。      

  第４章 役員                        

（役員）                         

第８条 本会に次の各号に定める役員を置く。                  

 ⑴ 会 長  １名                           

 ⑵ 副会長  ３名                           

 ⑶ 理 事  若干名                          

 ⑷ 会 計  ２名                           

⑸ 監 査  ２名 

（役員の選出）     

第９条 役員は総会において選出する。ただし、役員が任期途中で退任した場合は、役 

 員会で後任役員を選出することができる。                   

（役員の任務）          

第１０条 役員は、役員会に出席し議事を審議するとともに事業運営に携わり、次の各 

 号に定める任務を担当する。                          

 ⑴ 会長は、本会を代表し、会務を統括する。              

 ⑵ 副会長は、会長を補佐し会長に事故あるときは、その職務を代理する。 

 ⑶ 理事は、会務の執行を担当する。                  

 ⑷ 会計は、会計事務を担当する。                 

 ⑸ 監査は、事業の運営並びに会計事務を監査する。         

（役員の任期）                      

第１１条 役員の任期は２年とする。ただし、再任を妨げない。         

２ 役員が任期途中に退任し、後任役員が選出された場合の任期は、前任者の残任期間 

 とする。                                  

（顧問及び相談役）               

第１２条 本会に、次の各号に定める顧問及び相談役を置く。          

 ⑴ 顧 問  市長、市議会議長、消防長                   

 ⑵ 相談役  消防署長、消防団長、会長又は副会長退任者           

２ 顧問及び相談役は、本会の諮問に応じ意見を述べることができる。   

（役員の報酬）                  

第１３条 役員は原則として無報酬とし名誉職とする。          

  第５章 会議                        

（会議）                                  

第１４条 会議の種類は、定期総会、臨時総会、正副会長会及び役員会の４種とし、次

  



 

 の各号に定めるとおりとする。                        

 ⑴ 定期総会は、毎年１回開催し、会則の改正、事業、予算、決算、役員の選任及び 

  その他必要な事案を審議する。                     

 ⑵ 臨時総会は、役員会の議決により、必要な都度開催する。          

 ⑶ 正副会長会は、会長が必要と認めた事案を審議するために開催する。     

 ⑷ 役員会は、事業執行及び予算等会務運営に関する事案を審議するため、必要な都 

  度開催する。                             

（定期総会・臨時総会の成立及び議決）              

第１５条 定期総会及び臨時総会は、会員の過半数の出席により成立する。ただし、欠 

 席会員は、他の会員を代理人として表決を委任できるものとし、委任状が提出された 

 場合は、出席したものとみなす。           

２ 議事は、出席者の過半数で議決し、可否同数のときは、議長が決する。        

  第６章 会計                              

（会の経費）                          

第１６条 本会の経費は、会費、寄附金及び預金利息等をもってこれにあてる。    

（会計年度）                             

第１７条 本会の会計年度は、毎年４月１日に始まり、翌年３月３１日に終る。  

（帳簿）                             

第１８条 本会に、次の各号に定める帳簿を備える。     

 ⑴ 会 員 名 簿                                   

 ⑵ 役 員 名 簿                                   

 ⑶ 金 銭 出 納 簿                                   

 ⑷ 議 事 録                               

 ⑸ 会 費 受 領 簿                               

 ⑹ 支 出 証 書 綴                               

 ⑺ 書 類 綴                               

２ 帳簿類は、会員から求めがある場合はこれを閲覧する。          

  第７章 雑則                        

（入退会の届け）                      

第１９条 本会への入退会は、所定の申込書により会長に申し出るものとする。    

（内規等の制定）                               

第２０条 この会則に定めのない事項で、本会の目的達成に必要があると認められると 

 きは、役員会の議決により、内規又は細則等を定めることができる。       

（会則等の遵守）                             

第２１条 会員は、本会の目的を達成するため、会則及び内規等を遵守しなければなら 

 



 

 ない。                                  

付 則                                

  本会則は、昭和４８年４月１日からこれを施行する。           

付 則                                

  本会則は、昭和５９年５月９日からこれを施行する。 

付 則                                

  本会則は、平成１１年５月２６日からこれを施行する。         

                                      

  

                                      

                                      

                                      

      

                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                     

 

 



 

       稲城市災害防止協会内規      

                      
（趣旨）                                 

第１条 この内規は、会則第20条に基づき稲城市災害防止協会（以下「本会」という。）

の事務の運営に必要な事項を定める。                    

（旅費）                                   

第２条 本会の会員が、会務のため市外に出張をするときは、次の各号に定めるとこ 

 ろにより旅費を支給する。                          

 ⑴ 交通費は、通常の経路にしたがって最短最低の実費を支給する。      

 ⑵ 食事代は半日の場合1,000円、1日の場合は2,000円を支給する。   

 ⑶ 諸費（資料代、分担金、通信費等）は、実費を支給する。   

 （慶弔等）                                

第３条 本会の会員等並びに関係団体に対する慶弔等については、次の各号に定める祝 

 金等を贈るものとする。                           

 ⑴ 祝 金          

   個人及び関係団体の慶事に対して役員会が必要と認めた場合は、祝金を贈る。 

 ⑵ 弔慰金及び見舞金                           

   会員等が死亡又は病気の場合は、次の区分により弔慰金又は見舞金を贈る。 

  ア 会員死亡の場合の弔慰金       20,000円          

  イ 配偶者死亡の場合の弔慰金      10,000円          

  ウ 会員の１ケ月以上の傷病入院見舞金  10,000円          

 ⑶ 会務執行中の傷病見舞金                        

   会員が、会務執行中に傷病に見舞れた場合は、役員会で協議のうえ見舞金を贈 

  る。                                   

 ⑷ 災害見舞金                              

   会員の現住家屋が災害に見舞れた場合は、次の区分により見舞金を贈る。  

  ア 家屋の全壊、全焼、流出等      20,000円          

  イ 家屋の半壊、半焼、冠水等      10,000円          

 ⑸ 特 例                                

   前各号に定められた以外の慶弔等についての対応が、特に必要があると認めら 

  れる場合には、正副会長会で協議して対応し、事後の役員会に報告するものとす 

  る。 

 ⑹ 届け出                                

   会員は、前各号に該当する事案が発生した場合は、役員又は事務局にすみやか 

  に届け出るものとする。                        



 

（表彰等）                                

第４条 本会の目的達成のために功労のあった個人及び団体に対する表彰等は、次の各 

 号に定めるところによる。                         

 ⑴ 感謝状                                

   本会の目的達成のため、協力活動をした次に掲げる者に感謝状を贈る。 

  ア 火災予防の普及啓発に協力し、特に功労のあった個人及び団体       

  イ 退任役員                           

 ⑵ 表彰状                                

   本会の目的達成のために、その活動が抜群で他の会員の模範となる個人及び団体 

に対して表彰状を贈る。 

２ 感謝状及び表彰状には、記念品を添えて贈る。 

３ 表彰等の選考は、役員会で行うものとする。 

                                      

   付 則                                

  この内規は、昭和５９年５月９日から施行する。      

   付 則                       

  この内規は、平成１１年５月２６日から施行する。    

                                      
 
   役員等に対する弔慰の特例について 

                    （平成８年８月５日決定） 

 

 内規第３条第２号アにより役員に弔慰金を贈る場合は、花輪を添えるものとす 

る。また、会則第１２条に定める者に対する弔慰も役員と同様とする。 

                    （平成11年５月26日 役員会改正） 

 

 
  

 
   

  

                                      

                                      

     
 
        特別財産の保有について 

 会則第６条に基づく会費納入手続きのため、市内の各金融機関に本会名義の普 

通預金口座を開設し、年度切り替え時にも口座を維持するため、各通帳に1､000 

円の特別財産（決算書記載報告なし）を保有するものとする。 

                    （昭和48年５月10日 役員会議決） 

 

 
  

 
   

  

                                                                             

                                                                             

       



 

稲城市災害防止協会議事細則 
 

  第１章 総則                           

 （目的） 

第１条 この細則は、稲城市災害防止協会会則（以下「会則」という。）第20

 条に基づき定めたものであって、定期総会等の会議を円滑に運営することを

 目的とする。                            

 （適用） 

第２条 この細則は、定期総会に適用することを本旨とするが、その他のすべ

 ての会議に準用される。                       

 （委任） 

第３条 この細則で定めていない事項で必要なことは、その都度その会議で定

 める。ただし、その議決事項は、その会議でのみ効力がある。      

  第２章 会議                           

 （会議の招集）                            

第４条 会議を招集するときは、会議主催者が日時、場所、目的、議案及びそ

 の他必要な事項を開会５日以前に通知する。ただし、緊急やむをえない場合

 は、この限りでない。 

（会議の成立及び議決）                       

第５条 会議は、構成員の過半数の出席により成立する。          

２ 議事は、出席者の過半数で議決し、可否同数のときは、議長が決する。 

  第３章 司会者  

（司会者）  

第６条 司会者は会長が指名し、議長決定までの会議の責任を持つものとする。

（任務） 

第７条 司会者の任務は、次のとおりとする。               

⑴ 司会者は、所定の時刻に出席者に開会を知らせる。         

⑵ 司会者は、出席者に会議の成立することを知らせるとともに、出席者に

 諮り議長を選出し、会議終了後議長を解任する。       

第４章 役員選考委員会  



 

（役員選考委員会）    

第８条 会則第14条に定める定期総会の議決により、役員選考委員会を設ける

 ことができる。                           

２ 役員選考委員会は、委員長１名、委員４名で構成し、委員長は委員の互選

 により選任する。                          

３ 役員選考委員会は、会則第８条に定める役員を選考し、委員長は、その結

 果を定期総会に報告する。                      

  第５章 議長                           

 （任務） 

第９条 議長は会長職にあるものが務め、本細則に従い常に公正な立場で会議

を運営するものとし、任務はおおむね次の各号に定めるとおりとする。 

⑴ 議事録署名者を会議に諮り、選任する。  

⑵ 上程議題を明確に宣言する。 

⑶ すべての議題は、提出者の説明が終了後に質問を許可するものとし、議

 題以外の質問や発言を禁ずる。                   

⑷ 採決は、口頭または挙手若しくは無記名投票とし、会議に諮り決定する。

⑸ 採決の結果を明確に発表する。                  

⑹ 議事が終了した場合は、議事録署名者と共に議事録を確認し、議事録署

 名者に署名捺印させる。                      

⑺ 会議が終了した場合は、閉会を宣言する。             

                                  

  付 則                             

１ この細則は、平成11年５月26日から施行する。  

２ この細則は、平成20年５月15日から施行する。              

                                                                    



あとがき 
 

 

 

稲城市災害防止協会は、「災害に強く、安全で安心して暮らせるまちづくり」

を目指して、昭和４８年５月に市内事業所の有志の方々のご尽力により発足し、

本年ここに４０周年を迎えることができました。 

また、本年は自治体消防発足から６５周年、全国的に統一した消防組（消防

団の前身）がスタートしてから１２０年目を迎える記念すべき年でもあります。 

この意義深い節目に、稲城市災害防止協会設立４０周年を迎えられたことに

喜びを感じ、ここに記念事業の一環として、記念誌を発刊いたしました。 

本記念誌の編集は、１年前の夏に第１回４０周年記念事業実行委員会をスタ

ートに、「稲城市災害防止協会３０年のあゆみ」を参考にして、その後の「あゆ

み」と「出来事」を追加し、あわせて協会の事業に関する写真を多く掲載する

ことにより、親しみやすい記念誌といたしましたので、身近なところに置いて

いただき資料の一つとしていただければ幸いです。 

本記念誌発刊にあたりましては、実行委員会の皆様方のご努力に改めまして

感謝申し上げますとともに、４０年間の歴史を末永く残すために多くの方々の

お力添えをいただきましたが、素人編集のため、その内容、構成につきまして

未熟な点が多いことは、ご容赦願います。 

終わりに、関係皆様の更なるご繁栄とご健勝を祈念するとともに、次なる１

０年も稲城市災害防止協会に対しまして、ご支援とご協力を賜りますようお願

い申し上げます。 

 

 

            稲城市災害防止協会事務局 
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